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男女平等を推進する

お互いに自然と家事や
育児を行うような世の中に♡

（60代：パート〕

「アイム」愛称の由来は「I’m glad to see you」
（あなたに会えてうれしい）

　「女性総合センター・アイム」は、1994（平成６）年にファーレ立川のまちびらきととも

に誕生しました。施設の愛称は公募したものから決定。その２年後、立川市は東京都で

初めて「男女共同参画都市宣言」を発表し、今日まで「アイム」を拠点にその取り組み

を進めてきました。情報紙「アイム」今号では、30周年を記念し男女平等参画社会の歴

史をたどり、未来につなぎます。

男女平等参画の今のモヤモヤ、これからの期待

夫婦別姓にしたくても、
周囲の理解を得られない…。

（20代：公務員）

性別に関わらず、その人にとっ
ての「普通」を受け入れられる
社会になればいいなと思う。

（20代：学生）

育休期間に同僚へ
手当金を支給する仕組みは画期的！

（30代：公務員）

進路が性別で
左右されない社会へ！
（10代：学生）

町内会では男女平等への
意識がまだまだ…。
（40代：看護師）

老若男女、障害のある人も
ない人もみんな平等に。「み
んなちがってみんないい」
社会がいい！
（40代：会社員）

経営者の意向で
女性社員の昇進が
急がれる傾向がある？
（50代：会社員）

肉体的にも精神的にも性差は
あると思っているが、男女平
等という名のもとにそれを見
ないようにしている気がする。

（40代：会社員）
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昭和63(1988)年
女性情報誌「With」創刊

平成3(1991)年
立日橋開通
　

平成11(1999)年
女性議会開催
アイム開館５周年を記念し、女性
が政策決定の場を体験する機会と
して開催された。

平成13(2001)年
女性情報誌「With」と
消費生活情報誌「しんぷる」を統合し、
 情報紙「アイム」創刊
消費者団体の一員として編集委員を務めました。初め
ての体験でしたがプロの方の助言を受けながら仕上げ
た記憶があります。今でもほとんどの編集委員の方た
ちと活動を共にしていますがみんな年をとりました。若
い方たちの感性で今後のアイムをもり立ててください。
	 （初代編集委員	五十嵐さんより） 令和2(2020)年

GREEN SPRINGS（グリー
ンスプリングス）開業

令和6(2024)年
アイム30周年

平成元(1989)年
 「女性フォーラム」開催

昭和20(1945)年
婦人参政権が認められる
翌1946年の衆院選で初めて約
1380万人の女性が投票し39人の
女性国会議員が誕生した。
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昭和50(1975)年
国連「国際婦人年（国際女性年）」
国際連合が女性の地位向上をめざして
定めた。1985年までを「国連婦人の
10年」と定め、その間に世界女性会議
も開催された。

平成3(1991)年
 「育児休業法」成立
少子化に伴う労働力不足の懸念や女性の
職場進出、核家族化の進行などによる家
庭機能の変化を背景に、育児休業につい
て定めた。

平成５(1995)年
第4回世界女性会議（北京会議）にて
 「北京宣言」及び「行動綱領」採択
男女平等・開発・平和を目標に、女性の
地位向上とエンパワーメントを達成するた
めに優先的に取り組むべき12の重大問題
領域（貧困、教育と訓練、健康、暴力、人
権など）が明記された。

平成11(1999)年
 「男女共同参画社会基本法」
公布・施行
男女共同参画社会の形成についての
基本理念を示し、国・地方公共団
体・国民の取り組みを総合的かつ計
画的に推進することを目的とした。

令和4(2022)年
パートナーシップ宣誓制度開始

（東京都）
性的マイノリティのパートナーシップ
についての制度。当事者たちの日常
生活におけるさまざまな場面で手続き
が円滑になるほか、新たなサービス
が受けられるようになることをめざす。

産後パパ育休（出生時育児休業）
制度新設
情報紙「アイム」40号（2022年）
のテーマにもなった。くわしい制
度のポイントや男性の育児参加記
事については、２次元コードから。

令和5(2023)年
 「LGBT理解増進法」成立
性の多様性に関する国民の理
解を促すことを目的とした。

平成27(2015)年
 「女性活躍推進法」
成立
働く場面で活躍したいと
いう希望をもつすべての
女性が、個性と能力を
十分に発揮できる社会
を実現することを目的と
した。

平成2(1990)年
出生率1.57ショック

（前年の統計発表）

平成13(2001)年
 「配偶者からの暴力の防
止及び被害者の保護に関
する法律」成立

平成元(1989)年
新学習指導要領で中学校
 「技術・家庭」が男女共修へ。
平成5（1993）年度から実施

国連「児童の権利条約(子ども
の権利条約)」採択
18歳未満の子どもがもつ権利を定
めた。子どもの「生きる権利」「育
つ権利」「守られる権利」「参加する
権利」の4つが基本的な柱。

昭和60(1985)年
国連「女性差別撤廃条約」の
批准に伴い、「男女雇用機会
均等法」成立、翌1986年か
ら施行
募集・採用、配置、福利厚生、退
職、解雇などにおける性別を理由
とする差別の禁止などを定めた。

昭和22(1947)年
 「労働基準法」成立
男女の同一賃金を規定。ただし、
1999年に女子保護規定を撤廃する
まで女性は時間外労働や休日出勤に
制限があった。

平成10(1998)年
多摩都市モノレール
 「立川北～上北台」駅間開業
2000年に「多摩センター～立川北」駅
間が開業し、全線開通となった。

平成6(1994)年
女性総合センター・
アイムがオープン

ファーレ立川まちびらき

平成8(1996)年
東京都初の男女共同参画都市宣言
男女が互いの人権を尊重し、平等に生き
ることを基本理念として、ともにいきいき
と豊かに暮らす男女共生社会の実現をめ
ざし、東京都内の市区町村で初めて宣言。

平成15(2003)年
都市軸（現サンサンロード）
開通

平成19(2007)年
 「立川市男女平等参画
基本条例」制定

平成21(2009)年
第1回「たちかわ男女
平等フォーラム」開催

平成23(2011)年
ワーク・ライフ・バランス
事業所認定制度創設

平成24(2012)年
子ども未来センター
立川まんがぱーく
グランドオープン

■歩いている くるりん ■歩いている くるりん（反転）

平成14(2002)年
市民バス
 「くるりんバス」が
運行開始
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アイムが始まった30年前（1994年）といえ

ば、バブル経済崩壊のころ。アイムの歩みは

日本社会の「失われた30年」と重なります。

この間、若者と女性の非正規雇用や、女性の

貧困が進むかたわら、政治・経済の中核への

女性の進出は進まず、日本は国連から勧告を

受けています。グローバルな基準を踏まえ、

日本社会をどのように形づくるか、私たちの

主体性が問われています。

一方この30年は、高度経済成長期の「当

たり前」が良くも悪くも大きく揺らいだ時期

でもあります。「男性は会社で終身雇用、女

性は専業主婦」という規範は多くの人にとっ

て現実味を失い、男女ともに解雇、転職、非

婚が増えました。結婚すれば共働きは珍しく

なくなり、育児をする男性も増えています。

ただし育児以外のケア労働や家事はまだ圧倒

的に女性に担われており、男性そして職場の

意識改革が必要です。ハラスメント、DV、

LGBTQ＋についての知見の蓄積や浸透にも

目を見張りますが、今後は法整備にあたって

大きく意見が分かれた差別禁止規定等に対し、

今後の社会動向も踏まえた個々人の意思表示

と行動が必要です。

私が立川市男女平等参画推進審議会の会長

を務めた８年間（2015～2022年度）にも、感

慨深い変化がありました。12人（うち市民公

募４人）のメンバーは、女性比率は高いもの

の、私を含め年長者が多数でした。やがて子

育てと仕事の現役世代の男女が入り、コロナ

禍のハイブリッド会議では、画面の向こうか

ら幼子と一緒に参加する委員の姿もありまし

た。また男性の悩み相談、LGBTQ＋を念頭に

置いた企画、子どもへの性犯罪防止教育など、

「女性のための施策」に限らない幅広い議題

を扱ってきました。

ジェンダー平等はいつかやって来る自然現

象ではなく、人権問題であり、みんなが意識

して参加すべき絶え間ないプロセスです。今

後も市政と市民の協力により、お一人おひと

りの多様性と平等が守られますよう願ってい

ます。

国際基督教大学教授（人類学）
／ジェンダー研究センター副
センター長／前・立川市男女
平等参画推進審議会会長
加藤恵津子

一人ひとりの意識から
絶え間ない歩みを日本と立川の男女平等参画の軌跡を

振り返ってみました
　今年でアイムは30周年 !戦後の経済成長とともに進展してきた日本と立川の男女平等参画。
性別に関わらず誰もが尊重される未来に向けて今も前進する社会を、アイム編集委員が選んだ
まちの歴史とともに振り返ってみました。

男女平等参画とまちの歴史

男女平等参画の軌跡

立川

日本
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こ
の
川
は
、
時
々
水
が
底
を
つ
く
怠

惰
な
川
で
す
が
、
水
の
流
れ
る
街
づ

く
り
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
豊
か
な

自
然
は
豊
か
な
心
を
養
い
ま
す
。
立

川
の
自
然
を
守
り
た
い
で
す
ね
。

●
こ
の
5
月
に
は
、
立
川
ユ
ネ
ス
コ

協
会
の
会
長
に
ご
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

立
川
ユ
ネ
ス
コ
協
会
は
、
発
足
以

来
6
年
を
迎
え
ま
す
。
教
育
・
科

学
・
文
化
を
通
じ
て
世
界
平
和
に
寄

与
す
る
団
体
で
す
。
ま
ず
は
、「
教

育
」
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
世
界

を
見
渡
し
た
時
に
特
に
子
ど
も
と
女

性
の
教
育
へ
の
サ
ポ
ー
ト
が
不
可
欠

で
す
。
さ
ら
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可

能
な
開
発
目
標
）の
観
点
か
ら
気
候

変
動
に
も
関
心
が
あ
り
ま
す
。
産
業

革
命
の
時
代
か
ら
世
界
の
人
口
は
5

倍
近
く
に
な
り
、
水
、
食
料
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
で
見
直
し

が
必
要
で
す
。
立
川
ユ
ネ
ス
コ
と
し

て
取
り
組
む
課
題
は
多
々
あ
り
ま
す
。

●
ア
イ
ム
の
読
者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す
。
　

　
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
夕
食
を
作

っ
た
の
は
誰
か
？
』（
カ
ト
リ
ー
ン
・

マ
ル
サ
ル
著
）と
い
う
本
が
評
判
に

な
り
ま
し
た
。
市
場
経
済
の
論
理
だ

け
で
は
世
の
中
は
動
き
ま
せ
ん
。
女

性
の
活
躍
が
正
当
に
評
価
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

い
つ
の
時
代
も
変
化
の
中
に
あ
り

ま
す
。
私
は
「
個
性
が
性
を
超
え

る
」
と
い
う
言
葉
が
好
き
で
す
が
、

男
性
も
女
性
も
生
き
や
す
い
社
会
を

実
現
し
た
い
で
す
ね
。
青
年
は
世
界

へ
目
を
向
け
、
シ
ニ
ア
世
代
は
若
い

人
の
力
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

（
取
材
・
構
成　

ア
イ
ム
市
民
編
集

委
員
）

個
性
が
性
を
超
え
る
社
会
を

め
ざ
し
て

　情報紙「アイム」へのご意見・ご感想、取り上げて
ほしいテーマなどお寄せください。
e danjobyoudou@city.tachikawa.lg.jp
　バックナンバーは、立川市ホームページから"情報
紙アイム"で検索してください。

　「審議会等」とは、市民や専門家の意見を施策に反
映させるための機関です。
　誰にとっても住みやすい市にするため、さまざまな
分野の公募委員に応募し、女性の声を市政に届けま
しょう。

審議会等に参加して女性の意見を市政に

　立川市男女平等参画基本条例では、市の施策が男女
平等参画の促進に影響を及ぼす場合等に、男女平等参
画苦情処理委員に苦情の申し出をすることができま
す。申出書の提出方法等は男女平等参画課にお問い合
わせください。

男女平等参画苦情処理制度をご存じですか

こ
の
頃
か
ら
大
き
く
変
わ
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
当
時
の
思
い

出
や
出
来
事
は
『
教
育
万
華
鏡
』
と

し
て
一
冊
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
家
庭
裁
判
所
調
停
委
員

と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
案
件
に
関
わ
り
、

生
々
し
い
家
族
の
現
状
も
垣
間
見
ま

し
た
。
文
化
・
芸
術
の
分
野
で
は
、

立
川
市
地
域
文
化
振
興
財
団
の
理
事

と
し
て
16
年
間
、
携
わ
っ
て
き
ま
し

た
。

●
児
童
文
学
や
小
説
の
分
野
で
も
活

躍
。
賞
も
取
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。
立

川
で
は
読
書
会
も
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
『
ひ
ら
が
な
大
王
』
で
朝
日
小
学

生
新
聞
短
編
小
説
特
選（
1
9
7
7

年
）、
そ
の
後
、
朝
日
小
学
生
新
聞

に
連
載
、
読
み
切
り
作
品
を
発
表
し
、

『
父
の
月
』
で
は
北
日
本
文
学
賞
選

奨
賞（
1
9
9
7
年
）を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

立
川
で
開
催
し
た
読
書
会
で
は
、

佐
野
洋
子
さ
ん
の
『
１
０
０
万
回
生

き
た
ね
こ
』
を
題
材
に
し
ま
し
た
。

1
9
9
2
年
に
若
葉
図
書
館
・
幸
公

民
館
共
催
の
講
演
会
「
絵
本
は
誰
の

も
の
」
で
佐
野
さ
ん
が
登
壇
さ
れ
た

縁
で
立
川
市
図
書
館
の
電
算
化
に
伴

い
、
図
書
利
用
カ
ー
ド
に
絵
本
に
描

か
れ
た
「
ね
こ
」
の
イ
ラ
ス
ト
の
使

用
を
快
諾
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
。

1
9
9
5
年
の
立
川
市
中
央
図
書
館

オ
ー
プ
ン
記
念
の
折
に
は
、
配
偶
者

（
当
時
）の
詩
人
・
谷
川
俊
太
郎
さ
ん

と
共
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う

し
た
経
緯
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と

の
思
い
も
あ
り
読
書
会
で
取
り
上
げ

た
の
で
す
。
佐
野
さ
ん
は
「
子
ど
も

の
た
め
に
絵
本
を
書
い
た
こ
と
は
な

い
の
よ
」
と
言
わ
れ
る
な
ど
発
言
も

人
柄
も
さ
ば
さ
ば
し
て
ス
カ
ッ
と

し
て
い
て
大
好
き

な
作
家
で
す
。
い

つ
か
、
私
自
身
も
、

あ
ら
た
め
て
児
童

文
学
に
挑
戦
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

●『
教
育
万
華
鏡
』 

で
は
、 

立
川
の

歴
史
や
自
然
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

立
川
に
は
、
結
婚
と
同
時
に
引
っ

越
し
て
き
ま
し
た
。
1
9
6
5
年
ご

ろ
で
す
。
基
地
返
還
前
で
、
頻
繁
に

米
軍
機
が
飛
来
し
、
家
は
揺
れ
る
し

電
話
も
で
き
な
い
状
態
で
し
た
。
米

軍
人
家
族
の
方
々
に
生
け
花
を
教
え

た
り
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
高
校
生
を
迎

え
た
り
交
流
を
重
ね
ま
し
た
。

　

私
は
、
自
然
観
察
が
好
き
で
す
。

近
く
を
通
る
残
堀
川
に
は
、
野
生
の

イ
ン
コ
や
青あ
お
さ
ぎ鷺
や
小こ

鷺さ
ぎ

、
カ
ワ
セ
ミ

や
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
が
飛
来
し
ま
す
。

●
17
年
間
に
わ
た
り
、
立
川
市
の
教

育
委
員
と
し
て
青
少
年
の
育
成
に
尽

力
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

1
9
8
7
年
か
ら
は
教
育
委
員
と

し
て
、
1
9
9
7
年
か
ら
7
年
間
は

教
育
委
員
長
を
経
験
し
ま
し
た
。

　

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
・
ア
イ
ム
の

設
立
時
は
、
設
計
の
段
階
か
ら
関
わ

り
ま
し
た
。
米
軍
基
地
跡
に
ア
ー
ト

を
通
じ
た
街
づ
く
り（
フ
ァ
ー
レ
立

川
）の
一
環
と
し
て
、
女
性
総
合
セ

ン
タ
ー
の
他
に
図
書
館
・
映
画
館
・

ホ
テ
ル
・
デ
パ
ー
ト
も
建
設
さ
れ
た

の
で
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
小
・
中
学
校
の
入

卒
式
や
行
事
で
あ
い
さ
つ
す
る
機
会

も
多
く
、
中
学
校
給
食
や
生
活
指
導

員
の
導
入
に
も
関
わ
り
ま
し
た
。
在

任
中
に
は
、
池
田
小
学
校
事
件
や
神

戸
連
続
児
童
殺
傷
事
件
が
あ
り
心
が

痛
み
ま
し
た
。
立
川
の
教
育
行
政
も
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　市では、物価高騰の影響等を踏まえた
女性支援として、生理用品をお配りして
います。

生理用品を配布しています

　市ではワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の推進に取り組む市内の事業所の認定
を行っています。
　認定事業所の取り組みがわかる「立川市ワーク・ライフ・バランス推進事業所認定式」＆ミ
ニセミナーを令和７年２月５日㈬午後２時から開催します。
　詳しくは広報たちかわ（12月25日号掲載予定）、または立川市ホームページで。

令和６年度立川市ワーク・ライフ・バランス
推進事業所を認定しました

『ひらがな大王』は『夜がふたつあった日』に収録

株式会社加藤製作所　立川事業所
◦資格取得を積極的にサポート◦eラーニングによる自己啓発支援◦健康的

な生活を促すノー残業デー◦有給休暇を取得しやすい雰囲気づくり◦学校行

事や育児のためのチャイルドケア休暇◦多彩な能力向上に対する功労表彰制

度◦職位を問わない改善提案制度

取り組みの
主なポイント

株式会社COLORS　ネクストエール立川教室
◦働き方に合わせた柔軟な勤務形態と従業員体制◦管理職へのテレワーク導

入◦全従業員と毎月の面談実施とヒアリングに基づく業務改善◦タスク管理

表の導入による業務の効率化◦本社と連携した残業要因への対応

取り組みの
主なポイント

ハストネット株式会社
◦ITを活用した業務効率化による残業削減◦定時18時を待たずに退社できる

「時短業務制度」の導入◦社内にBGMを流しリラックス効果◦無料の給茶

機や菓子コーナーの設置によるリラックス効果◦社員とその家族を招待して

懇親会の開催（全額会社負担）◦国内外の慰安旅行（全額会社負担）◦在宅勤務

制度の導入◦各種ハラスメント対策の徹底

取り組みの
主なポイント

令和6年（2024年）12月10日




